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(百万円未満切捨て)

１．2023年12月期第２四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 2,849 14.7 303 35.7 309 38.1 243 －

2022年12月期第２四半期 2,484 18.8 223 167.6 224 180.5 △204 －

(注) 包括利益 2023年12月期第２四半期 243百万円( －％)2022年12月期第２四半期 △205百万円( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第２四半期 223.15 －

2022年12月期第２四半期 △193.07 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 2,372 635 26.8
2022年12月期 2,233 392 17.6

(参考) 自己資本 2023年12月期第２四半期 635百万円 2022年12月期 392百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

2023年12月期 0.00 0.00

2023年12月期(予想) 0.00 165.59 165.59

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　　

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,200 13.6 500 121.2 500 142.7 365 － 331.18
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年12月期２Ｑ 1,100,620株 2022年12月期 1,100,620株

② 期末自己株式数 2023年12月期２Ｑ 39,670株 2022年12月期 39,621株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期２Ｑ 1,060,986株 2022年12月期２Ｑ 1,060,999株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
　と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の
　業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　（参考）
　 当社は、2022年度第３四半期に550百万円のA種種類株式の発行を行っております。A種種類株式は、優先配当
　率が2.5％となっており、優先配当の支払いが未払いとなる場合は、未払いとなる金額が累計する設計となって
　おります。優先配当の支払いについては、現時点で決定しておりませんが、今後の当社の資本の充実・利益の創
　出の状況をふまえて、支払いを検討し、優先配当について決定することがありましたら、適時開示いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、５月には新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したこ

とで、人の動きが活発化し、経済活動は回復基調で進みつつあります。しかしながら、ウクライナ情勢の長期化によ

る資源・エネルギー価格の上昇や、世界的な金融引き締めに伴う大幅な為替変動等、先行き不透明な状況は継続して

いると認識しております。

一方、当社の事業領域である国内インターネット広告市場は継続して拡大傾向にあり、2023年度には2.98兆円を超

える見込み（※１）であります。人々の生活の中で、インターネットの利用は引き続き拡大しており、インターネッ

ト広告業界も引き続き堅調に推移しました。

（※１)出所：株式会社矢野経済研究所

このような環境の下、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの集客支援事業は昨年度に続き、顧客基

盤を拡大し、売上高を増加させております。不動産テック事業についても、顧客数を着実に増加させることに加え、

ストック売上を拡大させております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高2,849百万円（前年同期比14.7%増）、営業利益

303百万円（前年同期比35.7%増）、経常利益309百万円（前年同期比38.1%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

243百万円（前年同期は204百万円の損失）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①集客支援事業

集客支援事業には、検索エンジン関連サービス、運用型広告・アフィリエイト広告サービス等を含んでおります。

検索エンジン関連サービスにおいては、注力サービスとしておりますMEOサービス（※２）について、新規案件を積

上げ、業績は安定して伸長しております。アフィリエイト広告サービスにおいては、直販営業に経営資源を多く投下

しております。その結果、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント売上高は2,728百万円（前年同期比11.8%

増）、セグメント利益は388百万円（前年同期比3.5%増）となりました。

（※２）MEOとは（Map Engine Optimization）の略で、主としてGoogle社が提供するGoogle Mapにおいて上位表示

を実現しアクセスを増加させること、またそのための技術やサービスを指します。

②不動産テック事業

不動産テック事業には、連結子会社GMO ReTech株式会社で提供いたします賃貸DXサービス等が含まれます。賃貸運

営を楽にする、をミッションとし、賃貸運営に関わる方々をもっと自由にするために、サービス開発、改善に取り組

んでまいりました。当第２四半期連結累計期間におけるセグメント売上高は120百万円（前年同期比179.3%増）、セ

グメント損失は87百万円（前年同期は154百万円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期連結累計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ139百万円増加し、2,372百万円となり

ました。主な変動要因は、現金及び預金92百万円の増加（前連結会計年度末比8.2％増）、受取手形、売掛金及び契約

資産64百万円の増加（前連結会計年度末比8.3％増）等によるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結累計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ103百万円減少し、1,736百万円となり

ました。主な変動要因は、未払金155百万円の減少（前連結会計年度末比37.0％減）、契約負債103百万円の増加（前

連結会計年度末比25.9％増）によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結累計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ243百万円増加し、635百万円となり

ました。主な変動要因は、利益剰余金が243百万円増加したこと等によるものであります。
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　キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半期に比べ579百

万円増加し、1,214百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの

要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動による資金は176百万円の増加（前年同期は154百万円の支出）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益309百万円、未払金の減少による支出164百万円、契約負債の増加による

収入103百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果減少した資金は49百万円（前年同期は91百万円の支出）となり

ました。これは、主に無形固定資産の取得による支出49百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果減少した資金は35百万円（前年同期は290百万円の増加）となり

ました。これは、主に長期借入金の返済による支出35百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年８月３日に通期業績予想の修正を行いました。詳細については、同日公表の「業績予想及び配当予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。

　なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後さまざまな要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,122 1,214

受取手形、売掛金及び契約資産 782 847

その他 187 124

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 2,088 2,182

固定資産

有形固定資産 21 22

無形固定資産 27 79

投資その他の資産 96 88

固定資産合計 145 190

資産合計 2,233 2,372

負債の部

流動負債

買掛金 618 537

未払金 420 265

1年内返済予定の長期借入金 70 70

未払法人税等 － 58

契約負債 401 505

その他 21 42

流動負債合計 1,532 1,480

固定負債

長期借入金 280 245

その他 28 11

固定負債合計 308 256

負債合計 1,840 1,736

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 995 995

利益剰余金 △609 △366

自己株式 △100 △100

株主資本合計 385 628

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7 7

その他の包括利益累計額合計 7 7

純資産合計 392 635

負債純資産合計 2,233 2,372
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 2,484 2,849

売上原価 1,543 1,744

売上総利益 940 1,105

販売費及び一般管理費 717 802

営業利益 223 303

営業外収益

助成金収入 2 3

為替差益 - 2

その他 3 2

営業外収益合計 5 8

営業外費用

支払利息 1 2

為替差損 2 -

その他 - 0

営業外費用合計 4 2

経常利益 224 309

特別損失

減損損失 366 -

特別損失合計 366 -

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△142 309

法人税、住民税及び事業税 4 58

法人税等調整額 57 7

法人税等合計 62 66

四半期純利益又は四半期純損失（△） △204 243

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△204 243
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △204 243

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △0

その他の包括利益合計 △0 △0

四半期包括利益 △205 243

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △205 243
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△142 309

減価償却費 42 5

減損損失 366 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

支払利息 1 2

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △157 △64

仕入債務の増減額（△は減少） 56 △80

未払金の増減額（△は減少） △236 △164

契約負債の増減額（△は減少） △9 103

その他 △48 72

小計 △126 184

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △1 △2

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △26 △5

営業活動によるキャッシュ・フロー △154 176

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △0 -

無形固定資産の取得による支出 △93 △49

投資有価証券の分配金による収入 2 0

敷金の差入による支出 - △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △91 △49

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 290 -

長期借入金の返済による支出 - △35

自己株式の取得による支出 - △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 290 △35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 44 92

現金及び現金同等物の期首残高 590 1,122

現金及び現金同等物の四半期末残高 634 1,214
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度

を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実務対応報

告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適

用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年６月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２集客支援事業

不動産テック
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,440 43 2,484 － 2,484

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

0 － 0 △0 －

計 2,441 43 2,484 △0 2,484

セグメント利益
又は損失(△)

375 △154 220 2 223

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額２百万円は、セグメント間内部取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「不動産テック事業」セグメントにおいて、将来キャッシュ・フロー予測に基づく回収可能性を検討し

た結果、当第２四半期連結累計期間において、366百万円の減損損失を計上しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年６月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２集客支援事業

不動産テック
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,728 120 2,849 － 2,849

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,728 120 2,849 － 2,849

セグメント利益
又は損失(△)

388 △87 300 2 303

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額２百万円は、セグメント間内部取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

　


